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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)

【公開番号】特開2019-56541(P2019-56541A)
【公開日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-014
【出願番号】特願2017-182852(P2017-182852)
【国際特許分類】
   Ｆ４１Ｈ   1/02     (2006.01)
   Ａ４１Ｄ  13/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ４１Ｈ    1/02     　　　　
   Ａ４１Ｄ   13/04     １０３　
   Ｂ３２Ｂ    5/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スーパー繊維を含む防刃積層体であって、
　スーパー繊維糸を経糸と緯糸にした織物に樹脂を一体化した樹脂補強織物と、スーパー
繊維を主成分として構成される不織布とを含み、
　前記不織布は、前記樹脂補強織物によって両面を挟まれた構造、又は前記樹脂補強織物
と前記不織布の交互積層構造であり、
　鋭利物体の衝撃時、前記樹脂補強織物によって両面を挟まれた不織布の構成繊維の移動
が阻止され、前記不織布の構成繊維が長さ方向に引っ張られて衝撃エネルギーが吸収され
ることを特徴とする防刃積層体。
【請求項２】
　前記交互積層構造は、樹脂補強織物と不織布が交互に２組以上積層され、最表面層と最
裏面層は樹脂補強織物である請求項１に記載の防刃積層体。
【請求項３】
　前記スーパー繊維は、強度：１８ｃＮ／ｄｔｅｘ以上、弾性率：３８０ｃＮ／ｄｔｅｘ
以上の高強度かつ高弾性繊維糸である請求項１又は２に記載の防刃積層体。
【請求項４】
　前記スーパー繊維糸は、アラミド繊維、ポリアリレート繊維、ポリ（ｐ－フェニレンベ
ンゾビスオキザール）（ＰＢＯ）繊維、ポリ（ｐ－フェニレンベンゾビスチアゾール）（
ＰＢＺＴ）繊維、ポリエチレン繊維、ポリエーテルエーテルケトン繊維及びポリビニルア
ルコール繊維から選ばれる少なくとも一つの繊維糸である請求項１～３のいずれかに記載
の防刃積層体。
【請求項５】
　前記不織布は、スーパー繊維が５０～１００質量％であり、他の繊維が０～５０質量％
であり、厚さ２ｍｍ以下、質量８０～３００ｇ／ｍ2の不織布である請求項１～４のいず
れかに記載の防刃積層体。
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【請求項６】
　前記他の繊維は、普通繊維及び熱融着繊維から選ばれる少なくとも一つである請求項５
に記載の防刃積層体。
【請求項７】
　前記樹脂補強織物は、織物に熱可塑性樹脂フィルムをラミネートしたラミネート織物及
び織物に樹脂を含浸させたプリブレグ織物から選ばれる少なくとも一つである請求項１～
６のいずれかに記載の防刃積層体。
【請求項８】
　前記樹脂補強織物の表面には無機物粉体がバインダー樹脂とともにコーティングされて
いる請求項１～７のいずれかに記載の防刃積層体。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の防刃積層体を用いた防刃具であって、
　前記不織布は、前記樹脂補強織物によって両面を挟まれた状態、又は前記樹脂補強織物
と前記不織布の交互積層状態で防刃具内に収納されていることを特徴とする防刃具。
【請求項１０】
　請求項９に記載の防刃具に使用するための不織布であって、ポリ（ｐ－フェニレンベン
ゾビスオキザール）短繊維の熱プレス不織布であることを特徴とする防刃具用不織布。
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